
石井式漢字教育革命 第二章 幼児の漢字教育はこうしてやる 

漢字カルタ 

 

 漢字をある程度（百字くらい）覚えたら、漢字を一宇ずつ覚えるやり方

に加えて（もしくはそれに換えてもよい）カルタ遊びの中で漢字を覚え

させていくのもよいと思います。 

 浅い川も深く渡れ 浅 深 

 烏と獣は共に暮らせず 鳥 獣 

 雨だれ石を剪つ 雨 石 

 口が動けば手が休む 口 手 

 花多きは実少なし 花 実 

 七転び八起き 七 八 

 負けるが勝ち 負 勝 

 高い木は風に折られる 高 風 

 右は、私が監修して刊行した、漢字カルタの一例ですが、絵札は、文

にふさわしい絵と共にその文の重要な言葉、しかも対になる二つの漢

字を入れました。 

 絵札はすべてクリちゃんが主人公になっていて、根本進先生に全部、

文に合わせ、かわいいクリちゃんを主人公に描いて頂きました。また、

読み礼は、活字にせず、望月美佐先生に書いて頂いたものを縮写しま

した。 

 幼児に与えるものは、出来る限り、最高のものでなければなりません。

一般に市販されているカルタなどの中には粗悪な物も多く、幼児の心

を養うどころか汚されてしまいそうです。そこで、根本、望月両先生にお

願いして、芸術性の高い作品を刊行させました。 

 幼児たちは喜んでカルタ遊びをします。その間に、いつともなく絵札

と漢字を覚えてしまいます。すると、子供たちは、絵札よりも、字札をま

いて字札を拾いたがるようになります。 

 今、私の幼児教室では、幼児が楽しんで、字札を拾うカルタ遊びをし

ています。こういう遊びの中で、自然と、文章を速く読み取る訓練が出

来るようです。 

 ただ、一字一字についての認識は、こういうカルタ遊びからは高まり

ません。そこでその中の一字一字を、別に漢字カードにして学習させる

必要があります。 


